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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　眼内レンズ挿入カートリッジと、
　前記眼内レンズ挿入カートリッジを通して眼内レンズを前進させるように構成された眼
内レンズ挿入工具と係合するようになっている眼内レンズインタフェースと、
　前記眼内レンズ挿入カートリッジに取外し可能に取り付けられたブラケットであって、
前記眼内レンズ挿入カートリッジに対して前記眼内レンズインタフェースの少なくとも一
部を繋止するために該ブラケットと前記眼内レンズ挿入カートリッジとの間に空洞を形成
するように構成されたブラケットと
を具備する、システム。
【請求項２】
　前記空洞が、前記眼内レンズインタフェースと前記ブラケットと前記眼内レンズ挿入カ
ートリッジとの間の摩擦によって前記眼内レンズインタフェースを所定の位置に保持する
ような大きさで作られる、請求項１に記載のシステム。
【請求項３】
　前記眼内レンズ挿入カートリッジが、前記空洞の一部を画定する突起を具備する、請求
項１に記載のシステム。
【請求項４】
　前記ブラケットは、前記眼内レンズインタフェースが、眼内レンズ挿入工具との係合の
間、前記空洞を通って前進せしめられることを抑制する戻り止めを具備する、請求項１に



(2) JP 6122017 B2 2017.4.26

10

20

30

40

50

記載のシステム。
【請求項５】
　前記ブラケットが、摩擦嵌合によって前記眼内レンズ挿入カートリッジに取り付けられ
る、請求項１に記載のシステム。
【請求項６】
　前記ブラケットが、先端が切られたＶ字形状の本体を具備し、該Ｖ字形状の本体が、前
記眼内レンズ挿入カートリッジと係合する羽部を有する、請求項５に記載のシステム。
【請求項７】
　前記Ｖ字形状の本体の先端が切られた部分が、前記眼内レンズインタフェースを繋止す
るための前記空洞の一部を画定する、請求項６に記載のシステム。
【請求項８】
　器具であって、
　眼内レンズ挿入カートリッジの一般的な外形に倣った形状を有し且つ前記眼内レンズ挿
入カートリッジから取外し可能である本体であって、前記眼内レンズ挿入カートリッジを
通して眼内レンズを前進させるように構成された眼内レンズ挿入工具と係合するようにな
っている眼内レンズインタフェースの少なくとも一部を前記眼内レンズ挿入カートリッジ
に対して繋止するために該本体と前記眼内レンズ挿入カートリッジとの間に空洞を形成す
るように構成された本体と、
　当該器具を眼内レンズ挿入カートリッジに取外し可能に取り付けるようになっている少
なくとも一つの係合構造と
を具備する、器具。
【請求項９】
　前記本体は、前記眼内レンズインタフェースが、眼内レンズ挿入工具との係合の間、前
記空洞を通って前進せしめられることを抑制する戻り止めを具備する、請求項８に記載の
器具。
【請求項１０】
　前記係合構造が、前記眼内レンズ挿入カートリッジに取外し可能に取り付けられるよう
に、前記眼内レンズ挿入カートリッジとの摩擦嵌合を形成するようになっている、請求項
８に記載の器具。
【請求項１１】
　前記本体が、先端が切られたＶ字形状の本体を具備し、該Ｖ字形状の本体が、前記眼内
レンズ挿入カートリッジと係合する羽部を有する、請求項８に記載の器具。
【請求項１２】
　前記Ｖ字形状の本体の先端が切られた部分が、前記眼内レンズインタフェースを繋止す
るための前記空洞の一部を画定する、請求項１１に記載の器具。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本開示は、視覚手術に関し、より具体的には患者の水晶体の置換のための手術に関する
。
【背景技術】
【０００２】
　人間の眼は、最も簡単な表現において、角膜と呼ばれる透明な外側部分を通して光を透
過させ且つ屈折させて、水晶体によって眼の背面の網膜上に像を結像することによって視
力を提供するように機能する。結像された像の質は、眼の大きさ、形状及び長さ、並びに
角膜及び水晶体の形状及び透明度を含む多くの要因に依存する。
【０００３】
　外傷、加齢又は病気によって水晶体の透明度が低下すると、網膜に透過されうる光が減
少するので、視力が悪化する。眼の水晶体におけるこの欠陥は、医学的には白内障として
知られている。この疾患についての治療法は、典型的には、手術で水晶体を取り除いて、
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眼内レンズ（ＩＯＬ）と称されることが多い人工的な水晶体を移植することである。
【発明の概要】
【０００４】
　一つの一般的な実施例では、眼内レンズ（ＩＯＬ）手術のためのシステムは、ＩＯＬ挿
入カートリッジと、ＩＯＬ挿入カートリッジを通してＩＯＬを前進させるためにＩＯＬレ
ンズと係合するようになっているＩＯＬインタフェースとを含む。システムは、ＩＯＬ挿
入カートリッジに取外し可能に取り付けられたブラケットであって、ＩＯＬ挿入カートリ
ッジに対してＩＯＬインタフェースを繋止することを容易にするブラケットも含むことが
できる。
【０００５】
　所定の実施例では、ブラケットはＩＯＬインタフェースの少なくとも一部を繋止するた
めにブラケットとＩＯＬ挿入カートリッジとの間に空洞を形成する。空洞は、例えば、Ｉ
ＯＬインタフェースとブラケットとＩＯＬ挿入カートリッジとの間の摩擦によってイＩＯ
Ｌンタフェースを所定の位置に保持するような大きさで作られる。ＩＯＬ挿入カートリッ
ジは、空洞の一部を形成する突起も含むことができる。
【０００６】
　特定の実施例では、ブラケットは、ＩＯＬ挿入工具との係合の間、ＩＯＬインタフェー
スが空洞を通って前進せしめられることを抑制する戻り止めを含む。さらに、戻り止めは
、システムからＩＯＬインタフェースを取り除くことを支援すべく、ＩＯＬインタフェー
スにエネルギーを蓄えるために使用されてもよい。
【０００７】
　ブラケットは、例えば、摩擦嵌合によってＩＯＬ挿入カートリッジに取り付けられる。
所定の実施例では、例えば、ブラケットは先端が切られたＶ字形状の本体を含み、Ｖ字形
状の本体は、ＩＯＬ挿入カートリッジと係合する羽部を有する。加えて、Ｖ字形状の本体
の先端が切られた部分は、ＩＯＬインタフェースを繋止するための空洞の一部を形成する
ことができる。
【０００８】
　別の一般的な実施例では、ＩＯＬ手術システムを使用するための工程が、ＩＯＬ挿入カ
ートリッジとＩＯＬインタフェースと取外し可能なブラケットとを含む組立体を位置的に
固定するステップと、組立体からＩＯＬインタフェースを取り除くステップとを含む。工
程は、ＩＯＬ挿入カートリッジからブラケットを取り外すステップも含むことができる。
【０００９】
　追加的な一般的な実施例では、ＩＯＬ手術システムを作るための工程が、ＩＯＬインタ
フェースをＩＯＬ挿入カートリッジに対して繋止することを容易にするブラケットにＩＯ
Ｌ挿入カートリッジを取外し可能に取り付けるステップと、ＩＯＬインタフェースをブラ
ケットに係合させるステップとを含む。
【００１０】
　様々な実施例が一つ以上の特徴を含むことができる。例えば、ＩＯＬ手術のためのシス
テムは、ＩＯＬインタフェースがＩＯＬ挿入カートリッジと同一場所に配設されることを
可能とし、このことは、比較的小さいことが多いＩＯＬインタフェースがなくなるのを防
止することを補助する。別の例として、システムは、ＩＯＬインタフェースが、安定した
態様で、ＩＯＬ挿入カートリッジに対して位置付けられることを可能とする。このため、
典型的にはＩＯＬインタフェースよりもかなり大きく、ひいては（手又は工具によって）
把持しやすいＩＯＬ挿入カートリッジを把持することによって、ＩＯＬインタフェースを
制御することができる。さらに、ＩＯＬインタフェースが典型的には大きさが小さいので
、手術グローブを介してＩＯＬインタフェースを手で把持することは、特にグローブを濡
れている場合、困難なことがある。加えて、このことは、取扱い作業を排除し、別個の組
立装置が必要とされない。更なる例として、ＩＯＬインタフェースは、ＩＯＬ挿入工具と
の係合のために容易に与えられ、このことは係合工程を容易にすることができる。
【図面の簡単な説明】
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【００１１】
【図１】図１は、眼内レンズ手術のための例示的なシステムの分解図である。
【図２Ａ】図２Ａは、組立状態における図１のシステムの斜視図を示す。
【図２Ｂ】図２Ｂは、組立状態における図１のシステムの斜視図を示す。
【図３】図３は、眼内レンズ手術のためのシステムを使用するための例示的な工程を示す
フローチャートである。
【図４】図４は、眼内レンズ手術のためのシステムを作るための例示的な工程を示すフロ
ーチャートである。
【発明を実施するための形態】
【００１２】
　様々な実施例の詳細及び特徴が図面とともに以下の説明によって伝えられる。
　図１は、眼内レンズ（ＩＯＬ）手術のための例示的なシステム１００を示す。システム
１００は、ＩＯＬ挿入カートリッジ１１０、ＩＯＬインタフェース１２０及び取外し可能
なブラケット１３０を含む。
【００１３】
　ＩＯＬ挿入カートリッジ１１０は患者の眼内へのＩＯＬの挿入を容易にする。ＩＯＬ挿
入カートリッジ１１０は、本体１１２と、本体の中を通る通路１１４とを含む。シリコー
ン、ソフトアクリル、ハイドロゲル又は他の適切な材料から作られうる折り畳み式ＩＯＬ
が、手術の間、眼内への挿入に備えて、通路１１４を通して移動せしめられる。
【００１４】
　示されるように、通路１１４は、ＩＯＬの折り畳みを補助する非対称のボアを有する。
普通のＩＯＬは、直径約６ｍｍであり、最大約１３ｍｍの支持部（haptic)を有する。し
かしながら、手術の切開創は典型的にははるかに小さい（例えば幅が２～３ｍｍ）。この
ため、ＩＯＬは、典型的には、切開創を通した挿入の前に折り畳まれる。また、特定の実
施例では、通路１１４は、ＩＯＬの折り畳みを補助すべく、その長さに沿って（例えば円
形又は楕円形のボアに向かって）先細になる。このため、ＩＯＬは、通路１１４を通して
前進せしめられるにつれて、通路の形状によって折り畳まれる。通路の端部（例えば注入
点）には、典型的には、比較的小さい直径の注入ノズルがあり、レンズは注入ノズルを通
って眼内に前進せしめられる。
【００１５】
　ＩＯＬ挿入カートリッジ１１０は、本体１１２から延在する一対の突起１１９も含む。
突起１１９は概してＩＯＬインタフェース１２０の設置及び繋止を補助することができる
。示された実施例では、突起１１９は一対の平行な脚であり、一対の平行な脚は、これら
の間にＩＯＬインタフェースが設置されることを可能とすべく、互いから十分に離間され
る。このため、突起１１９はＩＯＬインタフェースの設置、整列及び繋止を補助すること
ができる。
【００１６】
　ＩＯＬ挿入カートリッジ１１０は更に側部１１６ａ、１１６ｂを含む。側部１１６ａ、
１１６ｂは、ＩＯＬ挿入カートリッジ１１０、ひいてはシステム１００の（工具又は手に
よる）把持を補助することができる。ＩＯＬ挿入カートリッジの一方の端部において、側
部１１６ａ、１１６ｂは羽部１１７を形成すべく外側に向かって先細になり、羽部１１７
は、下記により詳細に論じられるように、取外し可能なブラケット１３０をＩＯＬ挿入カ
ートリッジに繋止するのに使用される。羽部１１７は戻り止め１１８を含み、戻り止め１
１８は取外し可能なブラケット１３０を羽部１１７上に位置付けることを補助することが
できる。
【００１７】
　所定の実施例では、ＩＯＬ挿入カートリッジ１１０は、ポリプロピレンのような任意の
適切な熱可塑性物質から単一部材として成形される。特定の実施例では、熱可塑性物質は
潤滑強化剤を含有してもよい。
【００１８】
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　ＩＯＬインタフェース１２０は、ＩＯＬ挿入カートリッジ１１０を通してＩＯＬを前進
させるためのＩＯＬとの接合に関与する。この実施例では、ＩＯＬインタフェース１２０
は、概して円筒形状を有する本体１２２と、第１端部１２４ａと、第２端部１２４ｂとを
含む。第１端部１２４ａはポート１２６を含み、ＩＯＬ挿入工具がポート１２６を通して
挿入されうる。ＩＯＬインタフェース１２０は、例えば、摩擦嵌合によってＩＯＬ挿入工
具と係合する。第２端部１２６ａは閉じていてもよい。ＩＯＬインタフェース１２０は、
市販の射出成形用のエラストマー、ポリマー（例えばポリプロピレン若しくはスチレン）
又はその他の適切な材料から作られうる。特定の実施例では、ＩＯＬインタフェースは直
径約２～３ｍｍである。
【００１９】
　取外し可能なブラケット１３０は、ＩＯＬ挿入カートリッジ１１０に取外し可能に取り
付けられ且つＩＯＬ挿入カートリッジ１１０に対してＩＯＬインタフェース１２０を繋止
するようになっている。この実施例では、取外し可能なブラケット１３０は、先端が切ら
れた（truncated）Ｖ字形状を有する本体１３２を含む。Ｖ字形状の端部はＩＯＬ挿入カ
ートリッジ１１０に支持面を提供すべく平らにされている。羽部１３４はＶ字形状の端部
に結合される。羽部１３４はＩＯＬ挿入カートリッジ１１０の羽部１１７を受容すべく互
いから離間される。羽部１３４の各々はタブ１３５を含む。タブ１３５は空洞を形成し、
ＩＯＬ供給カートリッジの羽部１１７は空洞内に収まり、タブ１３５は羽部１１７に摩擦
嵌合を提供するように本体１３２の平らな部分から離間される。
【００２０】
　取外し可能なブラケット１３０は戻り止め１３６も含み、戻り止め１３６は使用中にＩ
ＯＬインタフェース１２０の移動を妨げる。示された実施例では、戻り止め１３６は本体
１３２の先端が切られた部分から延在し且つ突起１３７を含む。突起１３７は、ＩＯＬイ
ンタフェース１２０の端部１２４ｂと相互作用するような大きさで作られる。
【００２１】
　取外し可能なフレーム１３０は、プラスチック（例えばスチレン、ポリプロピレン若し
くは他の市販の射出成形用ポリマー）、金属（例えばチタン、ステンレス鋼若しくはアル
ミニウム）又はその他の適切な材料から構成されうる。示された実施例では、取外し可能
なブラケット１３０は、幅が（すなわち本体１１２の長手方向において）約３ｍｍであり
、厚みが１ｍｍである。しかしながら、取外し可能なブラケット１３０は特定の大きさで
作られてもよい。例えば、取外し可能なブラケット１２０は所望の用途に応じて特定の大
きさで作られてもよい。さらに、取外し可能なブラケット１３０は他の形状を有してもよ
い。例えば、先端が切られたＶ字形状の代わりに、取外し可能なブラケット１３０は正方
形形状又は長方形形状を有してもよい。このため、取外し可能なブラケット１３０は、様
々なＩＯＬカートリッジ設計と協働するように適切な大きさで作られて構成されうる。
【００２２】
　図２Ａ及び図２Ｂは組立状態におけるシステム１００を示す。図２Ａにおいて最もよく
示されるように、ＩＯＬ挿入カートリッジ１１０は、羽部１３４の間であり且つ本体１３
２の平らな部分とタブ１３５との間に羽部１１７が挿入されることによって、取外し可能
なブラケット１３０と係合された。羽部１１７は例えば摩擦嵌合によって所定の位置に保
持される。加えて、ＩＯＬインタフェース１２０は、本体１３２の先端が切られた部分と
、突起１１９と、本体１１２の一部との間に形成された空洞に捕捉されることによってシ
ステム１００と係合された。ＩＯＬインタフェース１２０は摩擦嵌合によって空洞内に保
持されうる。
【００２３】
　図２Ｂに最もよく示されるように、ＩＯＬインタフェース１２０の端部１２４ｂは、Ｉ
ＯＬ挿入カートリッジ１１０に沿って特定の位置を超えて移動することが戻り止め１３６
の突起１３７によって抑制される。このことは、ＩＯＬインタフェース１２０が、組立及
び／又は使用中に、ＩＯＬ挿入カートリッジ１１０と取外し可能なブラケット１３０との
間に形成された空洞を通って摺動することを防止することができる。加えて、タブ１３５
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は、取外し可能なブラケット１３０が本体１１２の長手方向に沿って摺動することを防止
すべく戻り止め１１８に当接し、このことは、取外し可能なブラケット１３０をＩＯＬ挿
入カートリッジ１１０に繋止するように据え付けることを補助することができる。
【００２４】
　所定の操作モードでは、システム１００は、組み立てられ且つ殺菌された状態で、手術
場所（例えば病院）に到着する。システム１００は、その後、（工具又は手によって）位
置的に固定され、ＩＯＬ挿入カートリッジ１００を通してＩＯＬを前進させるのに使用さ
れる工具がＩＯＬインタフェース１２０と係合される。例えば、ＩＯＬ挿入工具がＩＯＬ
インタフェース１２０のポート１２６内に挿入され、挿入によって二つの部品の間に摩擦
嵌合が形成される。
【００２５】
　ＩＯＬ挿入工具は、例えば、外殻及びプランジャーを含むプランジャー型のシステムで
ある。外殻は、外殻の中を通る通路を有し、プランジャーは通路内を移動するようになっ
ており、プランジャーの移動によってＩＯＬが移動せしめられる。外殻及びプランジャー
は例えば概して円筒形状を有する。プランジャーシステムは、プラスチック、金属又はそ
の他の適切な材料から作られうる。例示的なＩＯＬ挿入工具が、郵便番号７６１３４、テ
キサス州フォートワース、サウスフリーウェイ６２０１のアルコンラボラトリーズ社（Al
con Laboratories Inc.）によって生産されたＭｏｎａｒｃｈ（登録商標）ハンドピース
である。しかしながら、ＩＯＬ挿入工具の他のタイプが使用されてもよい。
【００２６】
　挿入工具がＩＯＬインタフェース１２０に係合される間、戻り止め１３６はＩＯＬイン
タフェース１２０が空洞の外に前進せしめられることを防止することができる。さらに、
戻り止め１３６は、システム１００からＩＯＬインタフェースを取り除くことを補助すべ
く、ＩＯＬインタフェース１２０にエネルギーを蓄えることを補助することができる。
【００２７】
　一旦ＩＯＬ挿入工具がＩＯＬインタフェース１２０と係合されると、ＩＯＬインタフェ
ース１２０はシステム１００から取り除かれうる。特に、ＩＯＬインタフェース１２０は
、ＩＯＬ挿入カートリッジ１１０と取外し可能なブラケット１３０との間に形成された空
洞から取り出されうる。取外し可能なブラケット１３０は、その後、ＩＯＬ挿入カートリ
ッジから取り外されうる。例えば、取外し可能なブラケット１３０は、羽部１１７と羽部
１３４との間の摩擦嵌合が解放されるように、ＩＯＬ挿入カートリッジ１１０の長手方向
の軸線に対して摺動される。その後、取外し可能なブラケット１３０は廃棄されうる。Ｉ
ＯＬインタフェース１２０は、ＩＯＬを眼内への挿入のためにＩＯＬ挿入カートリッジ１
１０を通して前進させるのに使用されうる。
【００２８】
　システム１００は様々な特徴を提供する。例えば、システム１００は、ＩＯＬインタフ
ェース１２０がＩＯＬ挿入カートリッジ１１０と同一の場所に配設されることを可能とす
る。ＩＯＬインタフェース１２０の大きさが小さいので、ＩＯＬ挿入カートリッジ１１０
と同一の場所に配設されることは、ＩＯＬインタフェース１２０がなくなるのを防止する
ことを支援することができる。別の例として、システム１００は、ＩＯＬインタフェース
１２０が、安定した態様で、ＩＯＬ挿入カートリッジ１１０に対して位置付けられること
を可能とする。このため、典型的にはＩＯＬインタフェース１２０よりもかなり大きく、
ひいては（手又は工具によって）把持しやすいＩＯＬ挿入カートリッジ１１０を把持する
ことによって、ＩＯＬインタフェース１２０を制御することができる。
【００２９】
　さらに、ＩＯＬインタフェース１２０がいくつかの例では大きさが小さいので、ＩＯＬ
インタフェース１２０を手で把持することは、特に手術用グローブを着用している間、困
難なことがある。この困難は、グローブが濡れている場合、更に悪化しうる。
【００３０】
　加えて、ＩＯＬインタフェース１２０をＩＯＬ挿入カートリッジ１１０と同一場所に配
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設することは取扱い作業を排除し、ＩＯＬインタフェース１２０を取り扱うための別個の
組立装置が必要とされない。更なる例として、ＩＯＬインタフェース１２０は、ＩＯＬ挿
入工具との係合のために容易に与えられ、このことは係合工程を容易にすることができる
。さらに、この提供は極めて直感的であり、このことは精神的な負担を軽減することがで
きる。別の例として、取外し可能なブラケット１３０は、一旦ＩＯＬインタフェース１２
０がシステム１００から取り除かれると、ＩＯＬ挿入カートリッジ１１０から容易に取り
外される。さらに、ＩＯＬインタフェース１２０は、梱包スペースを比較的小さい量だけ
増大しつつ、実装されることができる。さらに、追加の梱包は必要とされない。
【００３１】
　図１及び図２がＩＯＬ手術システム１００の例示的な一つの実施例を示すが、他の実施
例が、より少ない、追加の、及び／又は異なる部品の構成を含んでもよい。いくつかの実
施例では、例えば、ＩＯＬ挿入カートリッジ１１０は羽部１１７を含まなくてもよい。こ
のため、いくつかの実施例では、取外し可能なブラケット１３０は、異なる技術によって
ＩＯＬ挿入カートリッジ１１０と係合してもよい。例えば、取外し可能なブラケット１３
０はＩＯＬ挿入カートリッジ１１０の側部及び／又は頂部及び／又は底部と係合してもよ
い。
【００３２】
　加えて、いくつかの例では、通路１１４は他の形態を有してもよい。例えば、いくつか
の実施例では、通路１１４は、円形形状、楕円形状、又は他の所望の若しくは適切な断面
形状を有してもよい。また、いくつかの実施例では、ＩＯＬ挿入カートリッジ１１０は突
起１１９を含まなくてもよい。このため、ＩＯＬインタフェース１２０は他の態様ではシ
ステム１００に繋止されてもよい。例えば、ＩＯＬインタフェース１２０が配置される空
洞が本体１１２と本体１３２との間に形成されてもよい。特定の実施例では、ＩＯＬイン
タフェース１２０は主に取外し可能なブラケット１３０と係合されてもよい。
【００３３】
　図３は、ＩＯＬ手術のためのシステムを使用するための例示的な工程３００を示す。例
えば、工程３００は、例えば、システム１００と同様のシステムを使用して行われる。
【００３４】
　工程３００は、ＩＯＬ挿入カートリッジと、ＩＯＬインタフェースと、ＩＯＬ挿入カー
トリッジに対してＩＯＬインタフェースを安定に保持する取外し可能なブラケットとを含
む組立体を位置的に固定することを要請する（操作３０４）。例えば、いくつかの例では
、組立体は（例えば工具又は手による）把持によって位置的に固定される。
【００３５】
　工程３００は、ＩＯＬ挿入工具をＩＯＬインタフェースと係合させることも要請する（
操作３０８）。例えば、ＩＯＬ挿入工具はＩＯＬインタフェースの一部の中に挿入され、
挿入によって摩擦嵌合が二つの部品間に形成される。
【００３６】
　加えて、工程３００は、ＩＯＬインタフェースを組立体から取り除くことを要請する（
操作３１２）。例えば、ＩＯＬインタフェースは、ＩＯＬ挿入カートリッジと取外し可能
なブラケットとの間に形成された空洞から取り出される。
【００３７】
　工程３００は、取外し可能なブラケットをＩＯＬ挿入カートリッジから取り外すことを
更に要請する（操作３１６）。例えば、取外し可能なブラケットは、二つの部品間の摩擦
嵌合が解放されるように、ＩＯＬ挿入カートリッジに対して摺動される。いくつかの例で
は、解放された取外し可能なブラケットは廃棄される。
【００３８】
　工程３００がＩＯＬ手術のためのシステムを使用するための工程の一つの例を示すが、
ＩＯＬ手術システムを使用するための他の工程が、より少ない、追加の、及び／又は異な
る操作の構成を含んでもよい。例えば、工程は、取外し可能なブラケットを取り外すこと
を含まなくてもよい。更なる例として、工程は、ＩＯＬをＩＯＬ挿入カートリッジを通し
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て前進させるべくＩＯＬインタフェースを使用することを含んでもよい。追加の例として
、工程は、ＩＯＬインタフェースを取り除くためのエネルギーを蓄えるべく、ＩＯＬイン
タフェースを戻り止めに対して前進させることを含んでもよい。
【００３９】
　図４は、ＩＯＬ手術のためのシステムを作るための例示的な工程４００を示す。いくつ
かの例では、工程４００はシステム１００と同様のシステムを形成するのに使用される。
【００４０】
　工程４０４は、ＩＯＬインタフェースと係合するようになっているブラケットを位置的
に固定することを要請する（操作４０４）。ブラケットは例えば工具又は手作業によって
固定される。
【００４１】
　工程４００は、ＩＯＬ挿入カートリッジをブラケットに取外し可能に取り付けることも
要請する（操作４０８）。例えば、取外し可能な取付は摩擦嵌合である。
【００４２】
　工程４００はＩＯＬインタフェースをブラケットと係合させることを更に要請する（操
作４１２）。例えば、いくつかの例では、ＩＯＬインタフェースは、ブラケットと付属の
ＩＯＬ挿入カートリッジとの間に形成された空洞内に挿入されることによってブラケット
と係合される。ＩＯＬインタフェースは摩擦嵌合によって空洞内に保持される。
【００４３】
　工程４００がＩＯＬ手術のためのシステムを作るための工程の一つの例を示すが、ＩＯ
Ｌ手術システムを作るための他の工程が、より少ない、追加の、及び／又は異なる操作の
構成を含んでもよい。所定の実施例では、例えば、工程は、ＩＯＬ挿入カートリッジを位
置的に固定することと、ブラケットをＩＯＬ挿入カートリッジに取外し可能に取り付ける
こととを含んでもよい。加えて、いくつかの実施例では、ＩＯＬインタフェースはブラケ
ットがＩＯＬ挿入カートリッジと係合される前にブラケットと係合される。殺菌又は梱包
のような他の操作が特定の実施例において行われてもよい。
【００４４】
　本明細書において論じられ且つ言及された様々な実施例は、単なる例証目的で使用され
てきた。実施例は、本開示の原理及び実施用途を説明し、且つ、考えられる特定の使用に
適した様々な修正を有する様々な実施例について当業者が本開示を理解することができる
ように選択され且つ記載された。このため、部品の実際の物理的形態は変化してもよい。
例えば、部品の言及された大きさ及び部品の互いに対する示された大きさは用途に基づい
て変化してもよい。さらに、一つ以上の部品の形状が用途に応じて変化してもよい。この
ため、説明のための実施例は、部品の物理的な大きさ、形状及び関係のみを定義するもの
として解釈されるべきではない。
【００４５】
　本明細書において使用される専門用語は、特定の実施例のみを記載する目的で使用され
、限定することは意図されていない。本明細書において使用されるような単数形「一つの
（a）」、「一つの（an）」及び「その（the）」は、文脈が明確に反対のことを示さない
限り、複数形も含むことが意図されている。さらに、用語「具備する」及び／又は「具備
している」は、本明細書において使用されるとき、述べられた特徴、整数、ステップ、操
作、要素及び／又は部品の存在を特定するが、一つ以上の他の特徴、整数、ステップ、操
作、要素、部品及び／又はひいては群の存在又は付加を排除しないことが理解されるだろ
う。
【００４６】
　以下の請求項における対応する構造、材料、行為、及び全ての機能プラス手段又はステ
ップの要素の均等物が、具体的に請求された他の請求項の要素と組み合わせて機能を行う
ための任意の構造、材料又は行為を含むことが意図されている。本実施例の説明が、例証
及び説明の目的で与えられてきたが、開示された形態における実施例に限定されることは
意図されていない。本開示の範囲及び精神から逸脱することなく、多くの修正及び変更が
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当業者に明らかであるだろう。
【００４７】
　多数の実施例がＩＯＬ手術システム及びＩＯＬ手術方法について記載され、いくつかの
他の実施例が言及され又は示唆されてきた。さらに、当業者は、様々な付加、削除、修正
及び置換が、それでもなおＩＯＬ手術システム及びＩＯＬ手術方法を提供しつつ、これら
実施例になされうることに容易に気付くであろう。このため、保護される対象の範囲は、
一つ以上の実施例の一つ以上の概念を含みうる以下の請求項に基づいて判断されるべきで
ある。

【図１】 【図２Ａ】

【図２Ｂ】
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【図３】 【図４】
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